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期間と変動率に基づく類似株価シーケンスの検索方法
宇田川 佳久* 
Retrieval Method for Similar Stock Price Sequences Based on 
Trading Period and Fluctuation Rate 
Yoshihisa Udagawa * 
To predict the future stock prices based on past stock price fluctuations plays a key role in stimulating 
the investment activities. Trustworthy stock price prediction is believed to be able to contribute to 
the healthy and wealthy of economy in a country. Meanwhile, fluctuations in the stock price are very 
complex because stock prices sharply reflect various aspects of economic and political factors, which 
makes it difficult to predict stock prices in a reliable way. This paper discusses a data mining method 
using a trading period and an allowable fluctuation rate as parameters to retrieve a set of similar 
stock price sequences. Experimental results using the Nikkei Stock Average show that the method is 



















































































































前の営業日の株価の終値を SP2、k－1 日前 (k≧2) の株価








均）を線で結んだものが k 日間の移動平均線である。図 2
は日経平均株価に、25 日、75 日移動平均線を追記したも
のである [1]。なお、週単位の傾向に着目する場合には、
移動平均線の組み合わせとして 5 日および 25 日移動平
均線を使用することが多い。 
 






























図 2 では、2016 年 6 月 10 日頃に 25 日と 75 日移動平
均線がデッドクロスしている。 
エリオット波動法則 








返す。1 つのパターンは、5 つの“推進波”（1 波、2 波、3













図 4 は、2016 年 3 月 1 日から 9 月 20 日までの日経平均
株価をローソク足チャートで示している。図 4 中央右寄り
の－7.97%の大きな下げは、6 月 24 日に英国の EU 離脱の
影響である。その後、政府関連機関の適切な施策により上
げに転じ、7 月 14 日には 6 月 23 日の株価を回復した。そ







































i 営業日の株価の終値を Pi (i ≥1) で表記する。なお、P1 
は、現時点の株価であり、取引が終了した場合は終値を示
すものとする。i 営業日の株価と i+1 営業日の株価の前日
比 Ri (i ≥1)を式(2)で計算する。 
 
     Ri	 ≡ 	 ��� � �����	 �	 	 ���� 
 
現時点から期間 N（営業日数）の株価シーケンスの前日









類似株価シーケンス集合 SSSP(�� � ) (SSSP は Set of 








Date(S) は、現時点から S 営業日離れた営業日をカレンダ
ー上の日付に変換する関数とする。 
 
SSSP(�� �) ≡	 �	 Date�S��	  
S ∈ �S � �� � �S� �	
�
���





SSSP(�� �� Date��)) ≡ �Date�S��S ∈ �S � �である整数� 
� �S� � �	
�����
���





















お、表 1 に示した局所的な最高値を図 4 の細い実線の長方
形で、局所的な最安値を図 4 の細い破線の長方形で示す。 
 
表 1  実験に用いた営業日 
 
 
表 2 は、高値だった 2016 年 7 月 21 日について、期間 N
を 2 から 11 日、変動率の許容値εを 0.25%から 0.25%刻
みで 7.5%まで変化させて、SSSP を検出した結果の一部を
示す。表 2 の行は期間 N、列は変動率の許容値εを示す。
表 2 を構成する値は、検出した SSSP を構成する要素（営








表 2 を例にとると、N が 2 ではεが 0.25%で最初の類似
した株価シーケンスが検出される。さらに、N が 3 から 5
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だし N が 6 以上になると、この線形の関係は認められな
くなる。 
 










概ね 7 日程度同じ傾向を示す。図 5 から、基準日によって
違いがあるものの、5 日から 8 日の範囲で直線傾向を示し
ていることが確認できる。N とεの比（グラフの傾き）が
大きいほど、SSSP が見つかり難いことを示している。2016





図 5  高値日に対して行った実験のまとめ 
 
図 6 は、表 1 の安値日に対して行った実験結果を示す。




年 1 月 21 日と 2016 年 5 月 6 日）あった。それ以外の 5 営





図 6  安値日に対して行った実験のまとめ 
 
株価予測の可能性について 
期間 Nと SSSP 
この章では、実験結果に基づいて、直近の株価変動の予
測可能性について述べる。紙面の都合で、高値日である
2016 年 7 月 21 日の検索結果を事例とするが、他の営業日
に対する検索結果でも同様の傾向があることが判明して
いる。 








も大量の SSSP が検出される。表 2 を例にすると期間 N=2
のときで、変動率がε=0.25 で 15 件、ε=0.5 で 75 件、ε
=0.75 で 148 件であり、SSSP の要素数は急速に増加する。
2 日間という短い期間であれば、類似する株価変動は多数









報告している。この点に関し、高値だった 2016 年 7 月 21
日の実験結果を分析する。図 5 に示したように、検索基準





どのような SSSP が検索されたかについて調査した。 
期間が 3 日間で、誤差が 0.5%のとき、以下の 6 個の
SSSP を検索した。なお、SSSP における 20150513 といっ
た表記は、2015 年 5 月 13 日を示す。 
20150513,  20150317,  20121121,   
20120703,  20120222,  20110708 
また、期間が 6 日間で、誤差が 2.2%のとき、以下の 5
個の営業日（SSSP)を検索した。 
20150522,  20150226,  20131230,   
20120124,  20110708 
図 7 は、2016 年 7 月 21 日の前後 12 日間の株価チャー
トを示している。図 8 と図 9 は、SSSP として検索した 2015
年 5 月 13 日と 2015 年 3 月 17 日の前後 12 日間の株価チャ
ートである。期間が 3 日の場合、図 8 と図 9 に示したよ
うに、株価が上昇し始めた後の一時的な上げ止まり（押し
目）で株価シーケンス変動率が許容値ε以下となり、SSSP






図 7  2016 年 7 月 21 日前後 12 日間の株価 
 
 




図 9 2015 年 3 月 17 日前後 12 日間の株価 
 
一方、期間が 6 日間の場合、図 10 と図 11 に示したよう
に、押し目で一致したために、SSSP として検出した事例
が 5 件中 3 件あったが、3 件とも株価上昇の終わりの時
期に該当している。図 12 と図 13 は、図 7 と同じく、過去
6 日の株価シーケンスの最高値で検出した事例である。期




図 10 2015 年 5 月 22 日前後 12 日間の株価 
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は、SSSP で検索した営業日の前後 10 日間の株価の前日比
を比較することで評価した。 
図 14 は、期間が 3 日のときに、基準日である 2016 年 7
月 21 日と SSSP を構成する 6 営業日の株価の前日比を重
ね合わせて表示したグラフである。グラフの黒色の中太線
は基準日の前後 10 日間の前日比であり、細い灰色の線は
SSSP を構成する 6 営業日の 10 日間の前日比である。水色
の太線は SSSP を構成する 6 営業日の 10 日間の前日比の
平均値である。図 15 は、期間が 6 日のときのグラフであ
る。SSSP は 5 営業日で構成されている。 
図 14 では、SSSP を構成する 6 営業日の株価の前日比の
平均値は、約 10 日間、ほぼ±0%であることを示している。
一方、図 15 では、10 日間のうち 4 日は株価の前日比で
0.5%程度下落することを示している。実際、2016 年 7 月
21 日以降の前日比は、10 日間の内の 5 日で 1%強下げて
いる。わずかではあるが、2016 年 7 月 21 日以降の前日比
は、図 15 に近いものと考えられる。 
 








SSSP (Set of Similar Stock Prices)を提案した。この方法を
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